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【プログラム名】 本を残す　本を伝える　～書籍の保存と修復HT25052

中学生11名
高校生5名

【実施内容】

一橋大学
（社会科学古典資料センター）

平成２５年度
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI

（研究成果の社会還元・普及事業）

：

：

：

：

山﨑　耕一
（社会科学古典資料センター・
教授）

プログラムの様子を
伝える写真を貼り付
けてください。

http://chssl.lib.hit-
u.ac.jp/education/hirameki.html

実　施　報　告　書

平成25年7月15日（月・海の日）：

受 講 生

 ※午前の部と午後の部は同一内容なので、どちらかを選んで参加。

（午前の部）
9：00- 9：30
9：30- 9：50
9：50-10：30
10：30-10：40
10：40-12：00
12：00-12：30
12：30

（午後の部）
13：30-14：00
14：00-14：20
14：20-15：00
15：00-15：10
15：10-16：30
16：30-17：00
17：00

受付（社会科学古典資料センター集合）
開講式（あいさつ、オリエンテーション、科研費の説明）
講義（センター書庫見学、資料紹介）
休憩
実習（修復工房の見学、ページ修理と簡易製本）
修了式（ブックマイスター号授与）・懇談会（茶菓)・アンケート記入
終了・解散

実 施 代 表 者
(所属・職名)

■受講生にわかりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログ
ラムを留意、工夫した点

本事業のもとになっている科学研究費採択課題は、「メンガー『国民学原理』初版特製本における書き
込みの復刻とその内容分析」（課題番号14530004）および「西洋社会科学古典資料の書誌学的調査に
基づく印刷地推定法に関する実証的研究」（課題番号23330066）であるが、細かい内容に立ち入って説
明するよりも、その基礎にある資料保存の考え方を伝え、学習や研究に対する好奇心を惹起することを
目的とし、以下の点に留意した。

１．実物による体験を重視した
①本に囲まれた環境を体感できるよう、図書室（社会科学古典資料センター）を会場とした。普段は立ち
入れない貴重書庫内で西洋社会科学古典書籍等の紹介を行うことで、大学の専門図書館のアカデミッ
クな雰囲気を体感してもらうと共に、保存環境維持のためどのような配慮をしているかを実際に見学でき
るようにした。
②あらかじめ数種類の羊皮紙を用意し、実際に触ってもらい、違いを実感してもらった。
③社会科学古典資料センターに附設されている保存修復工房で実演および実習を行うことにより、資料
保存の理念と実際を実地に体験できるようにした。実演および実習指導には、普段から保存活動に携
わっている工房職員に活躍してもらった。

２．資料や教材を充実させた
①予習だけではなく後日の復習にも役立ててもらえるよう、あらかじめB4大16ページのパンフレットを作
成し、送付した。
②実習で作成したマーブル紙表紙のノートをそのままプレゼントした。ノートの作り方をパンフレットで詳
しく解説した。
③広報用の栞や修了証を、資料保存用に用いられる特殊な中性紙で作成し、持ち帰ってもらった。

■当日のスケジュール



②集合場所では本がお出迎え

⑭皆、真剣⑬破れたページを和紙としょう
ふ糊で修繕します

⑦実施分担者の床井による説
明がスタート

⑧書庫での説明には保護者の
方にもご参加いただきました

⑮最後はノートの作成。表紙に
使うマーブル紙を選びます

⑤本日のスタッフの紹介 ⑥貴重書見学のため書庫へ。
清浄な環境維持のため、入室
前にスリッパに履き替える

④今回は午前の部、午後の部
の2回開催のため、慌しくスター
ト

⑨説明も熱を帯びる

プログラムは貴重書室のある社会科学古典資料センターを主会場として開催した。会場まで迷わな
いよう、大学正門と会場前にポスターを掲示した。このポスターは、事前の広報用に近隣の駅にも掲
示してもらった。

■実施の様子

③保存や製本に関する本を並
べました

⑩次は様々な道具が設けられ
た工房で、説明と実演

⑪修復の道具に囲まれなが
ら、実演を見学します

⑫この後はいよいよ実習です

①事前に準備したパンフレッ
ト、栞、クリアフォルダ、修了証
書



【実施分担者】

社会科学古典資料センター・助手
社会科学古典資料センター・助手

【実施協力者】 4 名

【事務担当者】
総務部研究・社会連携課社会連携係長

福島　知己

修了式の後、茶菓を配布し、ごく簡単に感想を伺った。参加者からは、図書館の基本理念である利用と
保存の両立についてや、デジタル化の時代における紙資料の意味について等、様々な主題について意
見が表明された。

■事務局との協力体制
日本学術振興会との折衝、会計管理、学内の事務手続き等を学内のそれぞれの部署で行ってもらっ

た。

■広報活動
昨年度に続き2回目の試みとなったが、受入人数を増やした関係もあり、積極的な広報を行った。一橋

大学のある国立市周辺の教育委員会、中学校・高等学校に広報書類を郵送したほか、国立市内の駅お
よび大学正門前にＢ１大のポスターを掲示してもらい、また社会科学古典資料センターのホームページ
に募集案内を掲載して周知を図った。結果として昨年度に増して多くの応募を頂くことができた。

■安全配慮
学外者であっても学内の事故については大学で加入している保険でカバーされているため、別段の保

険はかけなかった。事故防止のため、実施代表者、分担者が全体を通じて気を配ると共に、実習中は実
施協力者を含めて受講者1人に対してほぼ1人の割合で見て周り、十分に指導した。

■今後の発展性、課題
昨年度、ありがたいことに多くのご応募を頂いたが、実習を伴うため、受講者数をごく少人数に絞らざ

るをえず、結果として多くの応募者にお断りのご連絡を差し上げることとなった。この点を踏まえ、本年度
は午前、午後の部の2回プログラムを実施し、昨年度の倍の受講者を迎え入れることとした。依然として
応募倍率は高かったものの、できるだけ多くの方にお越しいただくという課題は果たせたように思われ
る。その反面、時間の制約が多くなり、落ち着いて受講者と対面する余裕をもてなかったようにも思われ
る。実施協力者からは、もっと参加者の意見を聞く場がほしいといった不満も聞かれた。来年度以降の
課題としたい。また、参加の可否の連絡を電子メールで行ったが、応募フォームでは電子メールの記載
が必須ではなく、また携帯メールの場合指定アドレス以外の着信が拒否されている場合もあり、連絡に
手間取った。次回以降、応募者全員に郵送で連絡するなどの手段も検討したい。

日程については本年度は本格的に夏休みになる以前で連休最終日となる7月15日の海の日としたが、
実際のところ7月は業務煩瑣で、気候的にも十分快適ではない。来年度以降は別の時期に開催すること
も検討したい。

書庫見学や保存修復事業の実演等については保護者等付添の方にもご参加いただいた。なかには
小学生のごきょうだいもいた。この点は、ご家族で同一の体験を共有していただくという意味で、大きな
意味をもったと自負する。とはいえ、小学生にとってはまだ難しいことも多く、退屈させてしまったのでは
ないかとも心配している。本年度は午前、午後の2部に分けたため、年齢の違いをグループごとに比較で
きたが、関心や理解などの違いがあることも実感できた。単純に能力の高さの違いではないので、来年
度以降実施する場合の参考としたい。とはいえ、参加者へのアンケートから推察すると十分に満足して
いただけたようだ。参加者が予想以上に興味関心を示してくれたことは、実施者として大いに喜ばしく、
また今後の研究の励みとなるものであった。

⑰うまくできたか確認 ⑱最後は修了証書授与式。こ
の後、午後にも同じプログラム
を行いました

平沼　智恵

⑯背に穴を開けて、糸を通しま
す

床井　啓太郎


